
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍を乗り越えて きんさい祭り  三次小 
夏休みプール開放  

発行：みよし学園コミュニティ・スクール 
（事務局：市立三次中学校） 

 
令和５年８月１日 

No.4１ 

 7月２９日（土）にきんさい祭りが開催されました。コロナ禍のため３年間は中止でした

が，４年ぶりの開催で三次小児童も三次地域の皆様も笑顔の輝く祭りになりました。 

三次小学校では昨年度からコミュニティ・スクールの取組として三次太鼓の皆様にご指導

いただき「三次どんちゃん」に取り組んでいます。きんさい祭りのオープニングにも，４年

生が演舞を行いました。大勢の人の前で緊張していましたが，元気よく演舞を披露すること

ができました。児童を代表しての三上花歩さんのあいさつも大 

変立派でした。また，今回きんさい祭りで着用したはっぴは， 

みよし学園として交流している河内小学校児童の皆さんにお借 

りしました。三次小学校児童は，河内小学校児童への感謝の気 

ちもあいさつにあったように感じていました。児童にとって忘 

れられない「きんさい祭り」になりました。 

             コロナ禍を乗り越えてということでは，PTA 主催の夏休みの 

プール開放も今年度は返ってきました。ここ３年間はコロナ禍 

ということと，プールの管理人・監視員の方が見つからず夏の 

プール開放ができませんでした。そこでコミュニティスクール 

のつながりを活用し，地域の方に管理人の方，監視員の方をお 

願いしたところ４名の方が協力いただけることになり，プール 

開放の条件が整いました。しかし，安全なプールの活用という

ことで４名から５名の保護者の監視係の方が必要でした。これまでは地域委員会にご協力

いただき，地域ごとに当番を決めて監視いただいていました。しかし，仕事や体調等で当

番に出にくい状況もありました。そこで今年度はボランティアで監視係をしていただくよ

うに PTA 役員の皆様が企画してくださいました。始めはなかなかボランティアの方が集ま

らない状況もありましたが，役員の皆様の取組と保護者の皆様，地域の皆様の温かいご協

力でプール開放が実現しました。また午前中のプール開放という英断で，熱中症の危険度

も低く，毎日楽しくプールで楽しんでいる児童の姿が見られています。本当にありがとう

ございます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

「グッドタウンみよし」の充実深化をめざして 三次中 
～コミュニティ・スク－ルキャリア教育部会(7/25)を開催しました～ 

  １年生では，「ふるさと・みよし」を誇りに，三次に生きる人材と 

しての自覚と発展に寄与しようとする意欲を持つことを目的として， 

「グッドタウンみよし」という学習を展開しています。  

 昨年度は，次の図のように取組を始める前からコミュニティ・スク 

－ル(ＣＳ)の方と目指す資質・能力を共有しながら「実現できる観光」 

を考えさせ，「アイディア検討」では複数回（３回）各グループに入っ 

ていただき，「発表会」では、模擬発表・最終発表に参加して指導頂きました。 

 今年度は，昨年度１年生(現２年生)が考えた企画書を現 1 年生引き継ぎ，2 学期さらにより

良いものにブラッシュアップしていくために，ＣＳキャリア教育部会 

で大切な視点を熟議いただきました。そして，現 2年生も来年度に向 

けて，今までの学びを地域に還元・実現できるよう様々なアイディア 

(ブース設置プレゼン，観光 PR大使等)の相談にのって頂きました。 

 

 

 

 

 

 

いかだ下り体験～かっぱ道場～河内小 

  

 

 

 

 

 

 

７月２７日（木），５，６年生が地域の皆さんと一緒に「西

城川いかだ下り～かっぱ道場～」の体験学習を行いました。

いかだは前日の午後，地域の皆さんに教えていただきなが

ら，タイヤのチューブとコンパネで作りました。 

当日は朝から晴天で川遊びには絶好の日となりました。

今年のコースは学校から５００m くらい上流から旧田森商

店前まで。いかだは２艇です。子ども達は二つのグループ

に分かれ，それぞれのいかだに乗りました。最初はゆるや

かな流れのところで，いかだにしっかりと慣れて，いよい

よスタート。さわやかな川の風を感じながら，いかだ下り

を楽しみました。途中浅瀬のところで，いかだから下りて

川遊びをしたり，アユを網でとる様子を見せていただいた

りしました。沿道には地域の方々が見に来てくださり，安

全に下っていけるよう見守ってくださったり，声をかけて

くださったり，まさに地域をあげて，河内小恒例の「いかだ

下り～かっぱ道場～」を盛り上げていただきました。子ど

も達にとっては生涯忘れられない体験活動となりました。

地域の皆さんありがとうございました。 

 

 

  

 


